
活動報告　　

子ども若者の声を政策へ

中学生のSDG‘ｓ学習「多摩川のゴミ拾い」を一緒に展開
聖徳学園中学３年生の生徒さんが吉沢事務所に。SDG‘ｓ学習でテーマとしたの
が「多摩川のゴミ拾い」通学途中、ゴミが最も多く目についたのが残念ながら
川崎市だったそうで、多摩区をターゲットに活動を開始したとのこと。行政に
できること、若者にできること、課題や行動について熱く意見交換し、①３月
の議会で提案する②多摩川ゴミ拾い活動の展開をお約束しました。次世代は頼
もしいです。老若男女、多世代・多様性による課題解決は必須とあらためて実
感しました。

フロンタウン生田の完成図

フロンタウン入口 要望書提出　石橋さん×吉沢

インクルーシブ公園

事務所にて、生徒の皆さんと

生田浄水場跡地が「フロンタウン生田」「生田多目的広場」「生田ふれあい広場」に。
紆余曲折を経て令和5年3月にようやく全面オープンとなる生田浄水場跡地に期待が高まります。「多摩区にスポーツ公園
を！」は丘陵地を抱え運動できる広場が少ない多摩区の実感として平成15年に初当選以来掲げてきた公約です。生田浄水場
がダウンサイジングされることが明らかになって以降、平成23年の選挙では「生田浄水場跡地にスポーツ公園を！」と具体
的に指定し、地域をはじめ、多摩区の少年サッカー連盟や、消防団、障がい者団体など多くの方々からお声を伺い、議論・
提案を続け、多目的広場、一時避難場所、ランニングコース、消防団の訓練場所、取り付け道路、インクルーシブ公園等に
反映することが出来ました。途中、入札不調で3年間事業が遅れ、令和１年にようやく入札が再開されましたが、事業者選定
に不穏な動きがあることを察知したため、「お手盛りの出来レース」にならないよう透明性の担保を議会で厳しく指摘。正
常な入札が行われた結果、川崎フロンターレが受注することとなりました。その後もさらに様々なお声から提案を続け、公
約から20年、生田浄水場の構想から12年の歳月を経て、ようやくオープンに漕ぎつけたことは大変感慨深いです。多くの
方々に愛され親しまれる施設となるよう、これからも尽力して参ります。
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多摩区にスポーツ公園を！初当選以来の公約実現
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自分が住んでいる地域の地図や行政が作成したハザードマップなどクリアフ
ァイルに重ねて入れて、自宅や避難所にシールを貼ったりマジックで危険な
箇所をなぞったりします。
大人から子どもまで自分だけの防災地図を楽しくつくりながら、災害への備
えを「自分ごと」として考えられるワークショップです。作ったマップは持
ち帰って誰かに学んだことを伝えることもできます。

my減災マップワークショップは川崎市内の学校でも取り入れられています。

多摩区の災害特性は、急傾斜地や盛土など土砂災害の危険が高い地域と、
多摩川の洪水や内水氾濫など水害リスクの高い地域に大きく二分されます。

地域の皆さんが一緒に作ることにより
住んでいる地域の災害リスクを知り
世代を超えてお互いに何ができるのか、話し合う機会にもなるのではないか
と思います。

やってみたい！と思われましたらご一報ください。
一級建築士・my減災マップマイスターとしてサポートさせて頂きます。

みなさまこんにちは。吉沢章子です。

令和5年は癸卯。「癸」と「卯」の組み合わせから「これまでの努力が実を結び、勢いよく成長し飛

躍するような年となる」と読み解けるそうです。今年が明るく希望に満ちた年となるよう、政治を担

う者の一人として心して臨んで参りたいと存じます。

毎年吉沢の恒例としている書初めの漢字一文字ですが、今年は「笑」としました。「政治は笑顔の

絶対量を増やすことができる」そう信じてこの世界に飛び込んだ原点の「笑」です。また「みんな

の笑顔」は平和と幸福を希求する政治の目的そのものであることからの「笑」でもあります。

みなさまからお預かりしている議席は「笑」のためにこそあると、改めて確信しつつ筆を執りまし

た。

今年は関東大震災から100年目となります。ｍｙ減災マップなど「いのちをまもる」防災減災対

策をさらに充実し安全を確保しつつ、多摩区のすごい！川崎のすごい！をつないで展開し、

みなさまとともに笑顔あふれる多摩区、川崎市を創造して参ります。

是非みなさまのご意見をお聞かせください。よろしくお願い申し上げます。

川崎市議会議員　一級建築士

ごあいさつ

my減災マップを知っていますか？

my減災マップとは

減災ラボURL：
https://www.gensai- lab.com

住んでいる地域の災害リスクを知っていざに備えよう

私もmy減災マップマイスター

です。お声かけくださればワー

クョップをします。

my減災マップについて収録の様子。Youtube動画

my減災マップ



生田縁地で絶減危惧種のホトケドジョウを調査している友人から「川崎の環境は危機的状況。保全ではなく再生の段階である」
と伺い質問しました。
市の「生き物調査」で川崎市には2300種を超える動植物が確認されました。9月議会ではその調査を元に絶減危惧種・準絶減危惧種を網羅した
川崎市版レッドリストの作成と、広報を提案しました。
→実現!レッドリスト47種類が確認され、現在ホームページに掲載されています。
さらに12月議会では、小・中学生各自持っているタブレットの教材(環境副読本)に
「レッドリスト」を掲載し、身近な自然といのちを学ぶとともに、子どもたちから環境再生の
アイデアを募り、そのアイデアをもとに市内随一の生物多様性の宝庫である生田縁地の環境を
まずは再生する。そのための資金は、売れ行きが好調なグリーンボンド(CO2削減を目的とした
市債)や自治体クラウドファンディング(目的を明確にした寄付)などを駆使して調達をはかる。そ
れは緑に価値がおかれる社会（グリーントランスフォーメーション(GX)）に川崎市が転換してい
く象徴にもなると提案しました。
子どもたちのアイデアと大人の智恵を合わせて「多世代での課題解決」と「環境共生都市」の
視点から質問し、環境局、教育委員会、財政局、それぞれに前向きな答弁を得ました。
また、生田緑地は令和6年に市政100年を迎える川崎市で開催される「全国都市緑化かわさきフェア」の会場となります。
緑化フェアにおける生田緑地会場のコンセプトを前出の友人の言葉「植物は生物多様性の核である」から「生物多様性」とすることを提案し、
あわせて喫緊の課題として環境再生を指摘しました。　https://www.city .kawasaki . jp/300/page/0000145009.html
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9月決算審査特別委員会・12月一般質問　議会報告

ヘルプマークを駅で!

多摩川の掘削工事が進まない!  大問題

レッドリストで生田緑地の再生を

多世代みんなの智恵で課題解決

ごみ収集車の危険運転や言動などに市民からの意見が相次いだことから9月議会で質問しました。事故件数と損害賠償金額は令和2年度が26件356
万円余に対し3年度は35件604万円余と急増し、研修の微底など再発防止を求めました。一方意見については、各区生活環境事業所における取組が
バラバラで、件数の把握すらできていない状況が明らかになりました。皆様の声を蓄積・分析することは業務改善やサービス向上はもとより、職
場環境の向上にもつながります。記録方法の統一化や市全体での集計・統計化を求め、取組む事が約束されました。その取組をさらに全庁的に展
開するよう「意見等の適正管理・活用」を提案し、確約されました。
さらに12月議会では進捗を確認しました。環境局は「生活環境事業所職員の言動に対する苦情・感謝等記録簿」を作成、4月から11月までに109件
の苦情と5件の感謝の意見があったことが判明しました。今後も統計・分析方法などを深め、市民満足度の向上を目指すとして市全体を統括する
総務企画局からも環境局の事例を共有し業務改善等に活かせるよう取組んでいることが示されました。「市民の声は宝」です。これからも現場の
声を政策として実現してまいります。

市民の声は宝。苦情などを活かす取組について

ごみ収集車への苦情から全市的な対応の見直しも実現

昨年8月、上下水道局における架空発注により懲戒免職2名停職2名を含む16名の職員が同時に処分を受けました。本来発注すべきものと異なる物
品34件約148万円分を長期にわたり架空発注していたことによるものです。この件は吉沢の所属する環境委員会に報告されましたが、ずさんな報
告であったため再調査を求め、11月中に再度報告されることとなりました。これを受け9月決算議会では①架空請求は組織的なものではないか。
②課長級までの処分ではトカゲのしっぽ切りなのではないか③この手法は全庁に及ぶのではないか。の視点で質問しました。その結果、要所に
第三者を入れて透明性を確保するなど再調査の厳しいルール化を担保することができました。担当局長へは、部長級以上が知らないはずはな
い。再調査に際し「嘘と付度はご法度」であると釘を刺しました。また処分を受けた職員11名のうち7名が他局から異動した事実をもとに市長に
全庁調査を求めたところ同意を得ましたが、この架空請求によって決算の信頼性が大きく失われたため、私は令和3年度下水道事業会計決算を
「不認定」としました。
トカゲのしっぽ切りを許さず膿を出し切るべく、独自に入手した「材料の流用が疑われる手製の筋トレ機材が複数現場に置いてある画像」を示
し質問しました。上下水道事業管理者から「管理職も機材の存在を把握していた。不正が確認された場合は適切に対応する」と今年度末までに

上下水道局の物品購入における不正行為について

「決算不認定」膿を出し切り是々非々でより良い市政を

12月議会の質問で、令和6年度までに198万mの砂利を掘削する予定が「令和4年度末で22%しか進んでいない」
その主な理由としては、国の見解として『砂利の捨て場がない』ということが明らかになりました。
多摩川治水対策の根本を揺るがす事態であり、多摩川流域自治体と協力して砂利の捨て場所を探すとともに
川崎市港湾局でも検討することを提案しました。
稲田多摩川公園の急階段に手すりをつける要望については、令和5年度の早期に取り付けることを確認しました。

吉沢　Q：難難病を患う女性から「ヘルプマークをターミナル駅や病院などでもらえるようにしてもらえない
か。また啓発活動をお願いしたい。」とのお声を受ました。JR登戸駅に伺い、配布やボスター掲出の可能性に
ついて「JR東日本として基本的に市が行う事業への協力はする」との見解を頂いたので、議会で質問。
A：健康福祉局長　ボスター・チラシの内容を精査し今年度末を目途に周知する。配布場所やボスターの
掲示場所を増やすことについて、関係者と調整を行いさらなる普及・啓発を進める。

出資法人のコンプライアンス違反「発生件数0」は本当？

吉沢　Q：環境分科会で川崎港倉庫埠頭株式会社のコンプライアンスに反する事案の「発生件数ゼロ・評価A」の信憑性を疑わざるを得ない
ことを指摘し、改善することとなりましたが、そもそも出資法人に対して市としての規定がないことが問題。中小企業への法改正に伴い市の規
定・基準を出資法人に対しても適用すべきではないかと質問。
A：総務局長　中小企業に当てはまる法改正等への対応について、適宜、その遵守が図られるよう通知する。

海底トンネルの老朽化対策を!

吉沢　Q：港湾改修事業(海底トンネル補助)費1億8,389万円余のうち、前年度繰越分1410万円が防食工事費。塩害を防ぐ防食工事の進捗及
び課題と取組を質問。
A：港湾局　港湾局川崎港海底トンネルは、昭和54年の完成後40年以上経過、改修工事を進めている。令和2年度から3年度にかけて
基本設計を実施。今後海事関係者などの意見を伺いながら、早期着手に向け、施工方法の検討や詳細設計等に取組む。
→　海底トンネルは災害時の安全対策上も非常に重要。日本初となる工事であり困難は予測されるが早期着手に向けて鋭意進めるこ
とを提言。

ごみ焼却灰の埋立地30年後は満杯に。どうする？

吉沢　Q：み焼却灰の最終処分地、浮島2期埋立事業は30年後には満杯に。その後はどうするのか?
減量化のための焼却灰の活用並びに3期事業について、港湾局、臨海部国際戦略本部と共有し検討
すべきではと質問。
また浮島1期埋立地の上部にはメガソーラーがあるが、あと7年で東京電力との契約が溝期を迎え
る。市は太場光発電の義務化を打ち出しているがどう判断するのか。課題と今後の対応を質問。
A：環境局長　まずは最終処分場の延命化が重要。埋立処分量の削減に向けてごみ減量化の取
組を行う。現時点では調査研究段階だが、ごみ焼却灰の資源化の取組を実施している。次の
最終処分場は課題。関係局と共有を図りながら在り方について検討を進める。
浮島太陽光発電所は東京電力リニューアブルパワーが令和11年までを契約期間として事業運
営。浮島1期地区は、本格的な土地利用に向けて協議調整中。メガソーラーの在り方も今後協議を進める。
→　最終処分場の在り方をしっかり検討し、太陽光発電について市民に義務を課すのであれば、メガソーラーの存続も含め市のCO2
削減政策を具体的に示さねば納得できるものではないと提言。
A：港湾局長　港湾局長関係局などと連携し、本格的な土地利用に向け必要に応じて港湾計画の変更なども行う。

事実関係を精査することが明言されました。
また市長からも「しっかりと調査を行った上で再発防止策についても私自身が確認する」との回答が得られました。9月議会で要望した全調査も
着手されていますので「正直に、嘘のないよう回答し、その情報をしっかり市長に上げること」を改めて全職員に求めました。「個人を断罪す
るためではなく、濃を出し切ることで働きやすい職場風土へと改善されることにより、市民へのサービスが向上することが目的である」と質問
の意義を伝え、業務上必要な器具は予算付けするルールを定め、購入することも併せて提案いたしました。今後も是々非々で臨んで参ります。

是々非々で
取り組みます

浮島埋立地

ヘルプマーク

稲田多摩川公園の急階段
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